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１
回
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

　
　
町
政
執
行
に
対
す
る
私
の
所
信

と
基
本
姿
勢
を
お
示
し
し
、
平
成
23

年
度
に
お
け
る
施
策
に
つ
い
て
ご
説

明
申
し
上
げ
、
議
員
各
位
を
は
じ
め

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
私
が
、
洞
爺
湖
町
長
と
し
て
町
政

執
行
の
重
責
を
担
い
１
年
を
迎
え
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
開
か
れ
た
町
政
運
営
、

誰
も
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
私
自
身
確
か
な
手
ご
た
え
を

感
じ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
間
、
温
か
い
ご
支
援
を
い
た

だ
き
ま
し
た
町
民
の
皆
様
並
び
に
町

議
会
議
員
の
皆
様
に
、
こ
こ
ろ
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
は
、
う
さ
ぎ
年
で
大
き
く
飛

躍
す
る
年
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
洞

爺
湖
町
が
大
き
く
飛
躍
で
き
る
よ
う
、

し
っ
か
り
と
町
政
執
行
の
舵
取
り
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
、
決
意
を
あ
ら
た
に
町
民
が
元
気

に
安
心
し
て
住
め
る
町
づ
く
り
を
目

指
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
に
お
い
て

は
、
欧
米
諸
国
の
景
気
低
迷
な
ど
海

外
経
済
の
減
速
な
ど
か
ら
、
景
気
の

自
律
的
な
回
復
に
至
ら
な
い
足
踏
み

状
態
が
続
い
て
お
り
、
昨
今
の
国
内

外
の
情
勢
に
お
い
て
は
極
め
て
不
安

定
な
危
機
感
を
覚
え
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
道
内
景
気
の
情
勢
も
同
様
に
、
依

然
と
し
て
厳
し
く
、
こ
の
よ
う
な
中
、

町
民
の
皆
様
の
生
活
環
境
に
及
ぼ
す

影
響
は
大
き
く
、
ま
た
行
き
先
不
透

明
感
が
あ
り
ま
す
こ
と
は
、
極
め
て

深
刻
な
状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

　
私
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
し
っ

か
り
と
見
据
え
、
町
民
の
皆
様
と
と

も
に
英
知
を
結
集
し
、
全
力
で
乗
り

越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
申
し
て
お
り
ま
す
が
、

私
の
町
政
に
臨
む
基
本
姿
勢
は
地
域

の
連
携
・
協
働
・
融
和
を
軸
と
し
て
、

町
民
と
の
対
話
を
深
め
、
合
意
の
形

成
に
努
め
、
偽
り
の
な
い
開
か
れ
た

公
平
・
公
正
な
町
政
の
運
営
で
あ
り

ま
す
。

　
当
町
の
定
住
人
口
や
町
財
政
が
縮

小
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
山
積
す

る
行
政
課
題
や
問
題
を
解
決
す
る
た

め
、
行
政
と
町
民
が
と
も
に
連
携
・

協
力
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
し
て
、

優
先
す
べ
き
政
策
課
題
を
「
財
政
健

全
化
と
地
域
活
性
化
」
の
両
立
と
し

て
捉
え
、
町
づ
く
り
の
基
本
で
あ
る

ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
の
進
行
管
理

・
検
証
等
を
行
い
、
持
続
可
能
な
地

域
の
活
性
に
重
点
を
置
き
、
中
・
長

期
的
な
視
点
に
立
っ
た
重
点
施
策
の

推
進
に
努
め
、
総
合
的
な
地
域
力
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す

財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て
は
、
平
成

21
年
度
に
策
定
致
し
ま
し
た
「
財
政

健
全
化
計
画
」
の
着
実
な
推
進
を
図

っ
て
お
り
、
１
年
前
倒
し
で
の
早
期

財
政
健
全
化
団
体
か
ら
脱
却
で
き
る

見
通
し
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
町
財
政
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
町
税
や
地
方
交
付
税
に
つ

い
て
は
、
景
気
低
迷
な
ど
か
ら
減
少

へ
と
推
移
し
て
い
く
こ
と
が
危
惧
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
行
財
政

の
改
革
を
図
り
、
計
画
的
な
財
政
運

第

平成23年度の予算が決定しました。

真屋敏春町長の示した執行方針（概要）と予算のあらましを紹介します。

　　　　　　　　　　　税務財政課財政健全化グループ  　74‐3003

平成23年度の予算が決定しました。

真屋敏春町長の示した執行方針（概要）と予算のあらましを紹介します。

　　　　　　　　　　　税務財政課財政健全化グループ  　74‐3003

平成23年度
町政執行方針と
　　　　予算のあらまし

平成23年度
町政執行方針と
　　　　予算のあらまし

町
政
執
行
方
針

厳
し
い
経
済
環
境
の

　

中
で
の
ま
ち
づ
く
り

町
政
に
臨
む
基
本
方
針
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営
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　
次
に
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て

は
、
厳
し
い
経
済
情
勢
が
続
く
中
、

町
の
主
産
業
で
あ
り
ま
す
観
光
の
低

迷
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
洞
爺
湖
温
泉
誕
生
1
0

0
年
記
念
事
業
に
お
い
て
、
様
々
な

新
し
い
事
業
を
試
み
ま
し
た
が
、
さ

ら
な
る
成
果
の
上
が
る
施
策
に
つ
い

て
、
関
係
団
体
な
ど
と
連
携
し
な
が

ら
取
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
産
業
力
で
あ
る
農
業
・
漁

業
の
持
続
的
な
推
進
や
雇
用
創
出
を

生
む
企
業
誘
致
や
定
住
対
策
に
つ
い

て
も
全
力
を
傾
注
し
、
誠
心
誠
意
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
９
月
に
「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

洞
爺
湖
有
珠
山
大
会
」
が
、
洞
爺
湖

文
化
セ
ン
タ
ー
を
メ
イ
ン
会
場
に
、

Ｊ
Ｇ
Ｎ
臨
時
総
会
や
ジ
オ
ツ
ア
ー
な

ど
、
平
成
24
年
５
月
島
原
市
で
開
催

予
定
の
第
５
回
ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
ユ

ネ
ス
コ
会
議
の
プ
レ
大
会
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
す
。
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ

ッ
ト
に
続
く
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
名
と

し
て「
洞
爺
湖
有
珠
山
ジ
オ
パ
ー
ク
」

が
世
界
に
発
信
さ
れ
る
こ
と
に
大
き

な
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
融
和
の
も
と
新
た
な
歴
史
を
刻
み

５
年
を
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
洞

爺
湖
町
は
、
虻
田
、
洞
爺
両
地
区
の

均
衡
あ
る
発
展
が
順
調
に
進
ん
で
お

り
ま
す
が
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
地
域

と
し
て
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク

　
　
　
大
会
の
成
功
を

虻
田
、
洞
爺
両
地
区
の

融
和
で
地
域
の
振
興
を

予算のあらまし平成23年度

用　語　の　解　説

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

■
一
般
会
計

　町の会計の中心となるのが一般

会計です。行政運営の基本となる

経費の全てを計上したもので、町

行政の目的を達成するために必要

な経費を経理する会計です。行政

サービスのほとんどが、一般会計

で賄われています。

■
特
別
会
計

　特別会計は、町が特定の事業を

行う場合その他特定の収入を特定

の支出に充て一般の歳入歳出と区

分して経理する必要がある場合な

ど、一般会計と分けて町が条例で

設置することができる会計です。

■
企
業
会
計

　企業会計は、独立採算性を原則

とする、一般的には、株式会社な

どの民間企業における会計をいう

もので、民間企業に近い事業を行

う場合に設置される会計です。企

業の経済性を発揮するとともに、

企業会計設置の目的である公共の

福祉を増進するよう運営されるこ

とが求められています。

平成23年度　会計別予算額
（単位:万円、％）

66億1013

34億4561

15億2853

8億6472

8億2451

8959

1億3826

0

2億4110

3億2143

106億1827

一 般 会 計

特 別 会 計

国 民 健 康 保 険

公 共 下 水 道 事 業

介 護 保 険

簡 易 水 道 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

老 人 保 健

収益的収支

資本的支出

67億5454

33億7357

15億0730

8億8448

7億4468

9606

1億4092

13

2億4785

2億6329

106億3925

△1億4441

7204

2123

△1976

7983

△647

△266

△13

△675

5814

△2098

△2.1

2.1

1.4

△2.2

10.7

△6.7

△1.9

皆減

△2.7

22.1

△0.2

平成23年度

予　算　額

平成22年度

予　算　額
増減額会　　計　　名 増減率

水道事業

会　　計

合　　　　　計
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て
ら
れ
た
基
金
（
貯
金
）
が
あ
り
ま

す
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
及
び
介

護
保
険
特
別
会
計
に
お
け
る
保
険
給

付
費
の
増
に
よ
り
、
５
の
特
別
会
計

予
算
総
額
は
34
億
4
5
6
1
万
円
と

な
り
、
前
年
度
に
比
べ
２
・
１
％
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　
道
道
建
設
事
業
に
伴
う
水
道
施
設

改
良
工
事
の
増
に
よ
り
、
水
道
事
業

会
計
の
予
算
総
額
は
、
５
億
6
2
5

3
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
10

・
１
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

減
が
影
響
し
、
対
前
年
度
１
・
１
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
歳
出

に
お
け
る
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債

費
を
合
わ
せ
た
義
務
的
経
費
は
、
人

件
費
と
公
債
費
の
減
が
主
た
る
要
因

と
な
り
、
対
前
年
度
６
・
５
％
の
減

と
な
り
ま
し
た
。
投
資
的
経
費
の
う

ち
普
通
建
設
事
業
は
、
対
前
年
度
11

・
７
％
の
減
と
な
り
、
史
跡
入
江
・

高
砂
貝
塚
追
加
指
定
地
取
得
事
業
、

基
幹
作
業
道
清
水
線
整
備
工
事
、
虻

田
漁
港
（
大
磯
分
区
）
整
備
事
業
な

ど
を
計
上
し
、
災
害
復
旧
事
業
は
、

対
前
年
度
皆
増
と
な
り
、
見
晴
台
４

号
線
外
３
災
害
復
旧
工
事
な
ど
の
予

算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
歳
入
不
足
を
補
て
ん
す
る
（
埋
め

る
）
た
め
財
政
調
整
基
金
を
、
ま
た

各
事
業
に
充
て
る
た
め
、
合
併
地
域

振
興
基
金
、
観
光
開
発
基
金
な
ど
を

そ
れ
ぞ
れ
取
崩
す
こ
と
に
し
て
い
ま

す
が
、
財
政
調
整
基
金
の
取
崩
し
額

は
、
歳
入
不
足
額
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
財
政
健
全
化
計
画
の
数

値
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。

※
基
金
と
は
、
家
庭
に
置
き
換
え
る

と
貯
金
の
こ
と
。
洞
爺
湖
町
に
は
、

財
政
調
整
基
金
や
減
債
基
金
の
よ
う

に
、
歳
入
不
足
を
補
て
ん
す
る
た
め

の
も
の
や
洞
爺
地
域
ふ
れ
あ
い
振
興

基
金
等
の
よ
う
に
、
特
定
の
歳
入
を

も
っ
て
特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
立

　
　
爺
湖
町
の
平
成
23
年
度
予
算
が

　
　
成
立
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
、
企
業

会
計
を
含
め
た
予
算
総
額
は
、
1
0

6
億
1
8
2
7
万
円
で
、
前
年
度
予

算
額
1
0
6
億
3
9
2
5
万
円
に
比

べ
０
・
２
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
自
主
財
源
（
自
主
的
に
収
入
し
う

る
財
源
）
の
根
幹
を
な
す
町
税
収
入

は
、
長
引
く
景
気
の
停
滞
に
よ
り
減

収
を
見
込
み
、
平
成
22
年
度
に
実
施

さ
れ
た
国
勢
調
査
で
大
幅
に
減
少
し

た
人
口
が
大
き
く
影
響
す
る
地
方
交

付
税
に
つ
い
て
も
減
少
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
歳
出
で
は
、
平
成
22
年
度

に
実
施
し
た
地
方
債
の
繰
上
償
還
な

ど
に
よ
り
公
債
費
は
大
き
く
減
少
し

ま
す
が
、
依
然
多
額
で
推
移
し
て
お

り
、
こ
の
公
債
費
が
収
支
を
圧
迫
し

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
前
年
度
同
様
、
歳
入
不
足
が
生

じ
基
金（
貯
金
）か
ら
の
補
て
ん
（
埋

め
る
）
に
よ
る
対
応
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。

　
財
政
健
全
化
計
画
３
年
目
と
な
る

平
成
23
年
度
予
算
は
、
計
画
を
着
実

に
前
進
さ
せ
る
べ
く
人
件
費
を
は
じ

め
と
す
る
義
務
的
経
費
の
削
減
、
受

益
者
負
担
の
適
正
化
、
事
務
事
業
の

見
直
し
な
ど
の
計
画
登
載
事
項
を
実

行
に
移
し
、
財
源
の
確
保
を
図
り
つ

つ
現
行
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す

る
こ
と
を
目
標
に
、
事
務
事
業
の
選

別
と
財
源
の
配
分
に
努
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
は
、
町
長
の
改
選
期

に
あ
た
り
骨
格
予
算
と
し
て
新
年
度

予
算
を
編
成
し
ま
し
た
が
、
平
成
23

年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
新
町
長
の

政
策
事
項
を
盛
り
込
み
産
業
振
興
対

策
、
雇
用
対
策
に
重
点
を
置
い
た
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
予
算
は
、
66
億
1
0
1

3
万
円
で
、
前
年
度
予
算
額
67
億
5

4
5
4
万
円
に
比
べ
２
・
１
％
の
減

と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
に
お
け
る
町

税
、
地
方
譲
与
税
、
地
方
消
費
税
交

付
金
、
自
動
車
取
得
税
交
付
金
、
地

方
交
付
税
等
を
合
わ
せ
た
経
常
一
般

財
源
は
、
町
税
及
び
普
通
交
付
税
の

洞歳　入

特

別

会

計

一

般

会

計

水
道
事
業
会
計

歳　　　入

（入る見込みのお金）

66億

1013万2千円

自主財源 17億2875万5千円（26.2%）

町税 11億3151万1千円
（17.1%）

地方交付税 36億4500万円
（55.1%）

繰入金 6470万円
（1.0%）

その他 4089万円（0.6%）

地方譲与税 8170万円
（1.2%）

地方消費税交付金
1億1600万円（1.8%）

道支出金
3億387万3千円
（4.6%）

国庫支出金
3億9701万4千円

（6.0%）

町債
2億9690万円
（4.5%）

使用料・手数料
2億9019万7千円

(4.4%）

分担金・負担金
5850万3千円
（0.9%）

財産収入等
2496万8千円
（0.4%）

繰越金
2000万円
（0.3%）

諸収入
1億3887万6千円

（2.1%）

依存財源 48億8137万7千円（73.8%）
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◆
空
き
店
舗
活
用
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

　
ト
開
催
事
業
…
…
40
万
円

・
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
町
内
の
空
き

　
店
舗
を
活
用
し
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

　
ッ
ト
を
開
催

◆
姉
妹
都
市
箱
根
町
自
治
会
交
流
事

　
業
…
…
1
2
5
万
円

・
姉
妹
町
（
箱
根
町
）
と
の
親
善
交

　
流
関
係
経
費

　
　
　
　
　
　
2
億
5
5
6
0
万
円

◆
洞
爺
湖
町
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

　
支
援
事
業
…
…
4
2
0
万
円

・
町
内
の
空
き
店
舗
利
用
希
望
者
に

　
対
す
る
支
援
（
店
舗
等
改
装
費
・

　
備
品
購
入
・
空
き
店
舗
家
賃
）

歳　出総

務

費

　
　
　
　
　
　
12
億
8
0
6
8
万
円

◆
子
ど
も
手
当
支
給
事
業
…
…
1
億

　
4
9
1
5
万
円

◆
土
曜
午
後
保
育
…
…
5
5
1
万
円

・
試
行
と
し
て
実
施
し
て
い
た
土
曜

　
午
後
保
育
に
つ
い
て
、
全
保
育
所

　
に
拡
大
し
て
実
施

　
　
　
　
　
　
4
億
3
6
2
9
万
円

◆
救
急
診
療
体
制
等
支
援
事
業
…
…

　
1
4
2
0
万
円

・
洞
爺
協
会
病
院
の
救
急
診
療
体
制

　
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
の
補
助

民

生

費

衛

生

費

議会費 8266万3千円（1.2%）予備費 2012万9千円（0.3%）

一
般
会
計
の
主
な
事
業

歳　　　出

（使う予定のお金）

66億

1013万2千円

災害復旧費
6642万9千円（1.0%）

総務費 2億5559万7千円
（3.9%）

民生費
12億8068万1千円

（19.4%）

給与費
11億9770万8千円

（18.1%）

公債費
15億3384万3千円

（23.2%）

教育費
4億736万
3千円
（6.2%）

消防費
3億8412万
5千円
（5.8%）

土木費
4億9411万
8千円
（7.5%） 商工費

1億7511万3千円
(2.6%)

労働費
5322万5千円
（0.8%）

農林水産業費
2億2285万1千円

（3.4%）

衛生費
4億3628万7千円
（6.6%）

地 方 債（借金）の 残 高
（単位:万円）

116億6336

46億1445

6億2876

9億7159

178億7816

127億0008

48億5978

6億7798

9億1598

191億5382

141億4461

51億2519

7億2820

10億5257

210億5057

153億9255

53億8362

7億8138

12億2264

227億8019

162億0325

56億4913

8億3647

13億9165

240億8050

一 般 会 計

合 計

水道事業会計

公 共 下 水 道
事業特別会計

簡易水道事業
特 別 会 計

平成22年度
（見込み）

平成23年度
（見込み）

年度
平成19年度 平成20年度 平成21年度

会計別

基　金（貯金）の 残 高
（単位:万円）

※歳入不足を補てんするために使用することができる基金は、財政調
　整基金と減債基金である。

5億8116

1億0291

10億9578

17億7985

6億0996

1億0270

11億2355

18億3621

5億3858

1億9250

11億7854

19億0962

5億3746

1億0210

12億1144

18億5100

7億0759

2億1651

8億8115

18億0525

財政調整基金

合 計

減 債 基 金

そ の 他 特 定
目 的 基 金

平成22年度
（見込み）

平成23年度
（見込み）

年度
平成19年度 平成20年度 平成21年度

会計別



6

◆
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
対
策
事

　
業
…
…
6
0
9
万
円

・
継
続
的
な
雇
用
の
創
出
（
洞
爺
温

　
泉
新
観
光
プ
ラ
ン
開
発
事
業
に
係

　
る
継
続
的
雇
用
の
創
出
）

　
　
　
　
　
　
２
億
2
2
8
5
万
円

◆
ユ
ウ
キ
あ
る
ク
リ
ー
ン
農
業
推
進

　
事
業
補
助
…
…
2
0
0
万
円

◆
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
リ

　
サ
イ
ク
ル
事
業
補
助
…
…
82
万
円

◆
農
業
青
年
研
修
事
業
補
助
…
…
20

　
万
円

◆
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
事

　
業
…
…
3
6
3
6
万
円

・
森
林
の
適
正
管
理
を
行
う
た
め
の

　
基
幹
作
業
道
の
整
備
及
び
間
伐
業

　
務

◆
ウ
ニ
養
殖
試
験
事
業
補
助
…
…
1

　
0
0
万
円

◆
虻
田
漁
港
（
大
磯
分
区
）
整
備
事

　
業
負
担
金
…
…
8
3
0
万
円

◆
虻
田
漁
港
（
大
磯
分
区
）
整
備
事

　
業
（
単
独
事
業
分
）
…
…
3
4
0

　
0
万
円

・
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
係
留
施
設
実

　
施
設
計
業
務
及
び
大
磯
漁
港
漁
家

　
団
地
取
水
管
埋
設
工
事

　
　
　
　
　
　
1
億
7
5
1
1
万
円

◆
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
補
助

　
…
…
8
0
0
万
円

◆
地
場
産
品
直
売
所
改
修
事
業
…
…

　
1
0
0
万
円

・
道
の
駅
「
あ
ぷ
た
」
の
冷
房
設
備

　
整
備
に
係
る
補
助

◆
健
康
づ
く
り
の
郷
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
事
業
…
…
3
0
0
万
円

・
健
康
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
製
作

◆
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
洞
爺
湖
有
珠
山

　
大
会
負
担
金
3
8
0
万
円

◆
洞
爺
湖
町
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り

　
推
進
事
業
補
助
…
…
3
3
0
万
円

◆
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ｏ
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ

　
フ
ェ
ス
タ
開
催
事
業
補
助
…
…
2

　
1
0
万
円

◆
洞
爺
湖
温
泉
「
食
」
本
物
プ
ロ
ジ

　
ェ
ク
ト
事
業
補
助
…
…
3
0
0
万

　
円

◆
国
内
観
光
誘
致
事
業
補
助
…
…
2

　
5
0
万
円

◆
洞
爺
夏
ま
つ
り
補
助
…
…
1
0
0

　
万
円

　
　
　
　
　
　
4
億
9
4
1
2
万
円

◆
の
ぞ
み
団
地
駐
車
場
整
備
工
事
…

　
…
50
万
円

　
　
　
　
　
　
　
4
億
7
3
6
万
円

◆
特
別
支
援
教
育
支
援
員
・
介
護
員

　
配
置
事
業
…
…
1
7
5
3
万
円

◆
虻
田
高
等
学
校
に
対
す
る
生
徒
募

　
集
等
支
援
事
業
…
…
1
5
1
5
万

　
円

◆
全
国
高
等
学
校
家
庭
ク
ラ
ブ
研
究

　
発
表
大
会
参
加
経
費
…
…
62
万
円

◆
児
童
会
運
営
事
業
…
…
1
3
5
0

　
万
円

◆
高
砂
貝
塚
保
存
整
備
事
業
…
…
7

　
0
2
万
円

・
高
砂
貝
塚
整
備
に
向
け
て
の
発
掘

　
調
査
及
び
整
備
検
討
委
員
会
の
開

　
催

◆
史
跡
入
江
・
高
砂
貝
塚
追
加
指
定

　
地
取
得
事
業
…
…
8
8
6
0
万
円

◆
イ
ン
タ
ー
通
発
掘
調
査
事
業
…
…

　
1
7
1
9
万
円

・
イ
ン
タ
ー
通
道
路
拡
幅
工
事
に
伴

　
う
発
掘
調
査
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　
6
6
4
3
万
円

◆
道
路
橋
り
ょ
う
災
害
復
旧
事
業
…

　
…
6
6
4
3
万
円

・
花
和
1
号
線
、
虻
田
ノ
ッ
ト
コ
線
、

　
見
晴
台
4
号
線
外
3
路
線
の
災
害

　
復
旧
経
費

　
　
　
　
　
　
15
億
3
3
8
4
万
円

　
過
去
に
借
入
れ
た
町
債
（
借
金
）

を
返
済
す
る
費
用
（
元
利
、
利
子
）

な
ど

　
　
　
　
　
　
11
億
9
7
7
1
万
円

　
職
員
な
ど
の
給
与
、
共
済
費
な
ど

を
支
払
う
費
用

◆
子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

　
業
…
…
1
2
1
1
万
円

・
子
宮
頸
が
ん
、
ヒ
ブ
・
小
児
肺
炎

　
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
経
費

◆
予
防
接
種
事
業
…
…
1
1
0
8
万

　
円

・
乳
幼
児
、
児
童
、
高
齢
者
に
対
す

　
る
流
行
伝
染
病
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン

　
ザ
な
ど
）
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど

◆
結
核
・
が
ん
検
診
事
業
…
…
1
1

　
9
7
万
円

・
結
核
・
が
ん
検
診
に
係
る
経
費

（
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
を
含
む
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
5
3
2
3
万
円

◆
冬
期
就
労
対
策
事
業
…
…
1
5
４

　
万
円

◆
緊
急
雇
用
創
出
対
策
事
業
…
…
4

　
2
1
9
万
円

・
短
期
的
な
雇
用
の
創
出
（
サ
ミ
ッ

　
ト
記
念
緑
地
等
環
境
整
備
事
業
、

　
地
場
産
品
直
売
所
周
辺
地
美
化
整

　
備
事
業
な
ど
雇
用
の
創
出
）

労

働

費

農
林
水
産
業
費

土

木

費

災
害
復
旧
費

公

債

費

給

与

費

教

育

費

商

工

費
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月
11
日
午
後
2
時
46
分
ご
ろ
、

　
　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9
・
0
を
記

録
す
る
国
内
観
測
史
上
最
大
の
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
、
太
平
洋
三

陸
沖
を
震
源
と
し
て
発
生
し
ま
し
た
。

そ
の
影
響
で
同
日
午
後
３
時
14
分
、

北
海
道
・
太
平
洋
沿
岸
全
域
に
２
㍍

の
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
、
さ
ら
に

17
分
後
の
午
後
３
時
31
分
に
は
、
４

㍍
の
大
津
波
警
報
へ
と
切
り
替
え
ら

れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
こ
の
重
大
な
状
況
へ
の

対
策
を
図
る
た
め
、
直
ち
に
庁
内
に

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
全
職
員

で
対
応
策
に
取
組
み
ま
し
た
。

　
広
報
車
輌
や
防
災
無
線
に
よ
り
、

J
R
線
路
か
ら
海
側
住
民
1
、
1
0

9
世
帯
、
2
、
1
1
0
人
に
避
難
指

示
を
発
令
す
る
と
と
も
に
、
青
葉
集

会
所
な
ど
７
カ
所
に
避
難
所
を
開
設

し
、
避
難
者
の
受
入
を
開
始
。
夕
食

や
毛
布
な
ど
の
手
配
を
行
い
な
が
ら
、

午
後
９
時
00
分
ま
で
に
7
0
0
名
の

住
民
の
皆
さ
ん
を
避
難
所
へ
誘
導
し

ま
し
た
。

　
こ
の
大
津
波
警
報
は
、
翌
12
日
の

午
後
１
時
50
分
に
津
波
警
報
に
切
り

替
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
警

戒
態
勢
を
維
持
し
、
潮
位
変
化
の
監

視
な
ど
に
努
め
て
い
ま
し
た
が
、
大

き
な
変
化
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

海
岸
線
に
は
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
住

民
の
皆
さ
ん
へ
注
意
喚
起
を
行
っ
た

う
え
で
、
午
後
５
時
を
も
っ
て
避
難

指
示
を
解
除
し
、
対
策
本
部
を
廃
止

い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
地
震
で
人
的
被
害
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
３
月
24
日

現
在
、
漁
業
関
連
設
備
な
ど
で
約
6

億
円
の
被
害
が
報
告
さ
れ
、
観
光
関

係
で
も
、
11
日
か
ら
ホ
テ
ル
、
旅
館

の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
、
6
月
上

旬
ま
で
の
期
間
で
約
8
5
0
0
万
円

ほ
ど
の
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
噴
火
湾
の
地
形
状
か
ら
過
去
に
お

い
て
大
き
な
津
波
を
経
験
し
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
最
大
１
・
５

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
津
波
が
押
し
寄

せ
ま
し
た
。「
す
ぐ
に
高
い
と
こ
ろ
に

避
難
す
る
」
こ
と
を
日
常
か
ら
意
識

し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
町
で
は
、
今
後
も
今
回
の
反
省
点

な
ど
を
踏
ま
え
、
防
災
計
画
に
基
づ

く
住
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を

守
る
た
め
、
更
な
る
体
制
の
強
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
町
で
は
、
見
舞
金
と
し
て
、
青
森
、

岩
手
、
宮
城
の
東
北
３
県
と
福
島
、

茨
城
県
に
合
計
1
千
1
0
0
万
円
と

2
0
0
0
年
噴
火
災
害
で
義
援
金
を

い
た
だ
い
た
東
北
北
関
東
の
４
市
６

町
に
合
計
6
0
0
万
円
、
合
わ
せ
て

1
千
7
0
0
万
円
を
見
舞
金
と
し
て

贈
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
個
人
の
募
金
に
つ
い
て
は
、
引
続

き
役
場
、
支
所
、
道
の
駅
な
ど
27
カ

所
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

　
救
援
物
資
の
方
は
、
毛
布
、
タ
オ

ル
、
オ
ム
ツ
な
ど
約
２
３
０
名
の
方

か
ら
ご
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
被
災

地
か
ら
の
意
向
も
あ
り
、
４
月
５
日

か
ら
、
一
時
物
資
の
受
け
入
れ
を
中

止
し
ま
し
た
。

　
職
員
派
遣
に
つ
い
て
は
、
胆
振
管

内
全
体
で
職
員
を
派
遣
す
る
こ
と
に

な
り
、
当
町
か
ら
も
1
名
が
4
月
1

日
か
ら
9
日
ま
で
宮
城
県
の
山
元
町

へ
救
援
活
動
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

▽
洞
爺
湖
町
建
設
協
会
（
加
藤
恵
蔵

会
長
）
は
20
万
円
▽
洞
爺
湖
温
泉
飲

食
店
組
合
（
横
山
節
子
組
合
長
）
は

10
万
円
▽
洞
爺
楽
栄
ク
ラ
ブ
（
高
橋

紀
久
会
長
）
は
1
万
5
7
0
円
▽
栄

ク
ラ
ブ
（
玉
掛
昭
二
会
長
）
は
3
万

5
千
円
▽
洞
爺
湖
歩
く
ス
キ
ー
同
好

会
は
1
万
円
▽
洞
爺
湖
室
内
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
同
好
会
は
8
千
円

３
告 　知

町民の皆さんへ

　　洞爺湖町ふれ合う心の
　　　　 文化広場の中止について

　東日本大震災によりお亡くなりになら
れた方への哀悼の意と、被災された方へ
のお見舞いを申し上げます。
　さて、３月31日に予定していました
「洞爺湖町ふれ合う心の文化広場」は、
当面実施は困難と判断して今回は中止す
ることとしました。当日会場にお出で頂
いた方もあり、大変ご迷惑をおかけしま
した。
　皆様からお買い求め頂いた入場整理券
は、加盟団体などを介してお返しするこ
ととしました。
　また、個人的にお買い頂いた方もおあ
りと思いますが、その方は大変お手数で
すが、夏目事務局長（　76‐1558）
か、武田会計長（　76‐4908）まで
ご連絡お願いします。
　「洞爺湖町ふれ合う心の文化広場」は、
来年度以降も継続して行く予定でいます
ので、町民の皆様変わらぬご支援をお願
いいたします。
　　　　　　　　　洞爺湖町教育委員会
　　　　　　　洞爺湖町文化団体協議会

■チャリティーライブ■
さとうしほ（うた、ピアノ）

レイラベリーダンサーズ（ベリーダンス）
金子愛（ピアノ）、深町計彦＆けいこ（ギター、うた）

トヤトヤ＆ポレポレもーそー族（アフリカ太鼓、ダンス）
ディビッド・ミドルトン（洞爺湖スライドショー＆被災地体験談）

■日時 　４．16（土）　11：00～
■場所　とうや水の駅
内　容
・チャリティーバザー
・みんなで千羽鶴を折ろう！
・被災地へのメッセージボードなど
・のびのびヨガ（けいこ先生）

東
日
本
大
震
災
被
害
報
告

被
災
者
の
方
へ
の
支
援
体
制

災
害
義
援
金

「届けよう!!  洞爺湖の輪!!」
～東北地方太平洋沖地震チャリティー～

ワ

主催／届けよう!!  洞爺湖の輪実行委員会
（問合せ　高橋　090-1383-3648）

◆被災地に贈る読まなくなった絵本を集めています。
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所
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
投
票
所
を
お
知
ら
せ
す
る
「
投
票

入
場
券
」
の
は
が
き
は
、
４
月
18
日

か
ら
郵
送
し
ま
す
。
も
し
、
お
手
元

に
届
か
な
か
っ
た
り
、
ご
不
明
の
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
町
選
挙
管
理
委
員

会
に
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
は
が
き
を
紛
失
さ

れ
た
場
合
で
も
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
投
票
日
当
日
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
投
票
所
の
係

員
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
虻
田
選
挙
区

▼
日
　
時
　
４
月
24
日（
日
）午
後
８

　
　
　
　
　
時
～

▼
場
　
所
　
洞
爺
湖
町
役
場
　
３
階

　
　
　
　
　
防
災
研
修
ホ
ー
ル

●
洞
爺
選
挙
区

▼
日
　
時
　
４
月
24
日（
日
）午
後
８

　
　
　
　
　
時
～

▼
場
　
所
　
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　
集
会
室

　
投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど

に
よ
り
、
投
票
所
で
投
票
で
き
な
い

方
は
、
次
の
期
間
に
期
日
前
投
票
が

で
き
ま
す
。

●
虻
田
選
挙
区

▼
日
　
時
　
４
月
20
日（
木
）～
４
月

　
　
　
　
　
23
日（
土
）午
前
８
時
30

　
　
　
　
　
分
～
午
後
８
時

▼
場
　
所
　
洞
爺
湖
町
役
場
ロ
ビ
ー

●
洞
爺
選
挙
区

▼
日
　
時
　
４
月
20
日（
木
）～
４
月

　
　
　
　
　
23
日（
土
）午
前
９
時
～

　
　
　
　
　
午
後
５
時

▼
場
　
所
　
洞
爺
総
合
支
所
　
会
議

　
　
　
　
　
室

　
※
今
回
の
選
挙
は
、
選
挙
区
に
分

け
た
選
挙
の
た
め
、
旧
虻
田
町
の
地

域
に
住
所
の
あ
る
方
は
洞
爺
湖
町
役

場
で
、
旧
洞
爺
村
の
地
域
に
住
所
の

あ
る
方
は
洞
爺
総
合
支
所
の
期
日
前

投
票
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

　
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
所

さ
れ
て
い
る
方
や
旅
行
な
ど
で
町
外

に
滞
在
し
て
い
る
方
は
、
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
の
で
、
町
選
挙
管
理

委
員
会
に
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
洞
爺
湖
町
選
挙
管
理
委

　
　
　
　
　
員
会
（
役
場
内
）
　
74

　
　
　
　
　
‐
3
0
0
0
・
同
事
務

　
　
　
　
　
局
洞
爺
支
所
（
洞
爺
総

　
　
　
　
　
合
支
所
内
）
　
82
‐
5

　
　
　
　
　
1
1
1

　
　
回
の
洞
爺
湖
町
議
会
議
員
選
挙

　
　
も
、
旧
虻
田
町
の
地
域
と
旧
洞

爺
村
の
地
域
を
選
挙
区
に
分
け
て
の

選
挙
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
各
選
挙

区
に
お
け
る
議
員
定
数
は
、
虻
田
選

挙
区
が
定
数
11
人
、
洞
爺
選
挙
区
が

定
数
３
人
で
す
。

投
票
で
き
る
方
は
、
洞
爺
湖
町
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、

投
票
日
現
在
、
洞
爺
湖
町
に
住
所
が

あ
る
方
で
す
。

　
今
回
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
平
成
３
年
４
月
25
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
で
、
平
成
23
年
１
月
18
日
ま

で
に
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
。

●
最
近
転
入
し
た
方

　
平
成
23
年
１
月
18
日
ま
で
に
転
入

届
を
し
た
方
で
引
き
続
き
洞
爺
湖
町

に
住
所
が
あ
る
方
は
投
票
で
き
ま
す
。

ま
た
、
１
月
19
日
以
降
に
転
入
し
た

方
は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

●
最
近
転
出
し
た
方

　
投
票
日
ま
で
に
転
出
し
た
方
は
、

投
票
が
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
４

月
20
日
か
ら
４
月
23
日
の
間
の
転
出

に
つ
い
て
は
、
期
日
前
投
票
を
し
て

か
ら
転
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
最
近
町
内
で
住
所
を
移
し
た
方

　
平
成
23
年
４
月
６
日
ま
で
に
町
内

で
異
動
し
た
方
は
、
新
住
所
の
投
票

今
4月24日

洞
爺
湖
町
議
会

議
員
選
挙
の
投
票
日

洞
爺
湖
町
議
会

議
員
選
挙
の
投
票
日

投
票
で
き
る
方

選
挙
人
名
簿
の
登
録

投
票
入
場
券
に
つ
い
て

開
票
に
つ
い
て

不
在
者
投
票
に
つ
い
て

期
日
前
投
票
に
つ
い
て

転
入
、
転
出
、
町
内
で
異
動
し
た
方

■投票場所及び投票時間について
【虻田選挙区】

【洞爺選挙区】

虻田５区、青葉１区・２区　　　　　 

虻田１区・２区・３区・４区、清水区

虻田７区・８区、入江１区・３区、

泉の一部（西山火口より本町側の区域）

虻田６区、かっこう台区、入江４区

洞爺湖温泉１区～８区、月浦、

泉の一部（西山火口より温泉側の区域）

花和

洞 爺 湖 町 役 場

虻田ふれ合いセンター

あぶたコミュニティ

セ ン タ ー

母 と 子 の 館

洞爺湖文化センター

花 和 集 会 所

第１投票区

第２投票区

第３投票区

第４投票区

第５投票区

第９投票区

午前７時

　 　

午後７時

洞爺第１～６、緑沢、美沢東、美沢西

曙、洞仁会（※洞爺町・旭浦地区）、財田、

川東、岩屋

成香

香川、大原、富丘

洞爺総合センター

な る か 愛 郷 の 家

農業研修センター

と れ た

第６投票区

第７投票区

第８投票区

午前７時

　 　

午後６時

午前７時
　　　
午後６時

～

～

～

投票時間投票区名 投 票 場 所 投　票　区　の　区　域

投票時間投票区名 投 票 場 所 投　票　区　の　区　域
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で
は
70
歳
に
な
ら
れ
た
方
を
対

　
　
象
に
、
町
内
の
入
浴
施
設
の
利

用
に
際
し
て
助
成
を
行
う
「
入
浴
助

成
事
業
」
や
、
町
内
の
交
通
の
利
便

性
を
図
る
た
め
の「
福
祉
バ
ス
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
際

し
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る

対
象
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も

の
と
し
て
対
象
者
の
皆
さ
ん
に
「
高

齢
者
福
祉
証
」
を
ご
利
用
の
際
、
提

示
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

●
高
齢
者
福
祉
証
の
申
請
方
法

　
対
象
に
な
ら
れ
る
方
へ
は
、
70
歳

誕
生
日
の
前
月
に
ハ
ガ
キ
に
よ
り
ご

案
内
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
ハ
ガ
キ

が
届
き
ま
し
た
ら
、
写
真
（
縦
3
㎝

×
横
2
・
5
㎝
）
と
印
鑑
を
持
参
の

う
え
本
庁
健
康
福
祉
課
、
洞
爺
湖
温

泉
支
所
及
び
洞
爺
総
合
支
所
住
民
係

の
い
ず
れ
か
の
窓
口
へ
、
誕
生
日
以

降
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
（
誕
生
日

が
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
の
場
合
は
恐

れ
入
り
ま
す
が
、
翌
月
曜
若
し
く
は

翌
開
庁
日
の
交
付
と
な
り
ま
す
の
で

ご
了
承
願
い
ま
す
）

●
高
齢
者
福
祉
証
の
受
領
や
切
り
替

　
え
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
案
内
後
、
ま
だ「
高
齢
者
福
祉
証
」

を
受
領
し
て
い
な
い
方
、「
高
齢
者
福

祉
証
」
を
紛
失
し
た
方
は
、
遠
慮
な

く
役
場
窓
口
ま
で
お
申
出
く
だ
さ
い
。

●
平
成
23
年
度
の
高
齢
者
入
浴
助
成

　
券
販
売
の
ご
案
内

　
平
成
23
年
度
用
の
高
齢
者
入
浴
助

成
券（
新
券
）を
販
売
し
て
い
ま
す
。

新
券
の
販
売
は
、
本
庁
健
康
福
祉
課
、

温
泉
支
所
、
洞
爺
総
合
支
所
で
行
っ

て
お
り
ま
す
。

□
新
券
購
入
価
格
　
1
枚
1
５
0
円

□
新
券
購
入
限
度
枚
数
　
1
カ
月
15

　
枚
（
3
カ
月
分
45
枚
ま
で
、
ま
と

　
め
て
購
入
で
き
ま
す
）

※
一
人
に
つ
き
年
度
内
1
8
0
枚
が

　
上
限
と
な
り
ま
す
。

●
平
成
22
年
度
の
高
齢
者
入
浴
助
成

　
券
交
換
の
ご
案
内

　
平
成
22
年
度
中
に
購
入
さ
れ

た

「
高
齢
者
入
浴
助
成
券
」（
灰
色
）
は
、

4
月
1
日
以
降
は
ご
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
余
っ
て
し
ま
っ
た
券
は
、
新
券

と
交
換
し
ま
す
。
な
お
、
旧
券
の
換

金
（
現
金
と
の
お
取
替
え
）
は
、
原

則
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
予
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

●
入
浴
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　
入
浴
助
成
券
を
購
入
さ
れ
る
と
き
、

ま
た
入
浴
の
際
に
は
、
ご
本
人
で
あ

る
こ
と
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
た

め
、
必
ず
「
高
齢
者
福
祉
証
」
の
提

示
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

ご
利
用
さ
れ
る
施
設
に
よ
っ
て
入
浴

時
間
が
異
な
り
ま
す
。
事
前
に
各
旅

館
や
ホ
テ
ル
へ
利
用
で
き
る
時
間
帯

を
確
認
の
上
、
ご
利
用
願
い
ま
す
。

町
高
齢
者
福
祉
証

　
　
　
　
に
つ
い
て

高
齢
者
入
浴

　
　
助
成
券
に
つ
い
て

福
祉
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ

健 福

康 祉

課

選挙公報について
　今回の選挙から、候補者の政見や経

歴、写真など広く有権者に知らしめ、

選挙に対する関心を高めることを目的

として選挙公報を発行します。

　選挙公報の配布は、４月20日（水）

の午後より、町内自治会を通じて４月

23日（土）までに全世帯に配布するこ

ととしておりますが、もし、お手元に

届かない場合やお急ぎの場合は、選挙

管理委員会事務局までご連絡願います。

　身体に重度の障害がある方で、次の表に該当する方は、郵便
による不在者投票ができますので、選挙管理委員会にお問合せ
ください。
１　郵便等投票対象者

２　代理記載投票
　上記の郵便等投票対象者のうち、自ら投票の記載をすること
ができない方が選挙権を有するほかの方に代理記載して頂く制
度で次の方が対象者です。

郵便等投票制度について

障害等の区分 障　害　等　の　程　度

障　害　等　の　程　度障害等の区分

身体障害者手帳

戦傷病者手帳

介護保険の被保険者証

身体障害者手帳 上肢又は視覚

両下肢・体幹・移動機能

心臓・腎臓・呼吸器・膀胱・直腸・小腸

免疫・肝臓

両下肢・体幹

心臓・腎臓・呼吸器・膀胱・直腸・小腸

・肝臓

要介護状態区分

１級・２級

１級・３級

１級～３級

特別項症～第２項症

特別項症～第３項症

要介護５

１級

戦傷病者手帳 上肢又は視覚 特別項症～第２項症

大切な1票、忘れず投票。
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ダーツで交流と親睦
老人クラブ「ダーツお楽しみ会」

３
洞爺湖温泉の今後の観光を提言
観光塾地域再生セミナー

ぐ

懐メロ合唱で心を開放
健康づくり講演会

「音

入江・貝塚整備検討委員会
基本計画を確認　住民組織づくりを提言

第　　12回国
　　指定史

跡入江・高

砂貝塚整備

検討委員会

（委員長・

小林辰雄国

学院大名誉

教授）が、３月１日役場防災ホールで開かれ、平成22年度

に実施した入江貝塚周辺の分布調査の結果についての報告

を受け、平成23年度中の基本計画の策定を確認しました。

　同委員会では、遺跡の範囲や内容について協議が行われ、

整備に向けて、墓や貝塚の遺構の復元や芝草だけでなく縄

文野草の植栽など、内容についても具体的な提案がありま

した。

　平成25年度から始まる保存整備についても、着工前から

住民と協働して行うことが言及され、「住民との組織づく

りを急ぐように」との提言がありました。

　　るっととうや湖観光塾（中村敏之塾長）が洞爺湖温泉

　　の活性化をめざして、３月８日地域セミナーを開きま

した。

　講師は、地域活性化や旅館の事業再生の応援を行い、マ

スメディアでも活躍する井門隆夫さんで、約30人の参加者

を前に、人口減少時代を迎えた今後の観光のあり方につい

て語りました。

　旅館同士のネットワークの大切さやリピーター作りの成

功例として、勝浦市で取組んでいるひな祭りのイベントな

どを紹介し、

「物語をど

う作ってい

くのかが大

事。プロデ

ューサーが

必要」と提

言しました。

　　楽」と「笑い」をテーマに、健康づくり講演会（主催

　　洞爺湖町・同健康づくり推進委員会）が３月９日健康

福祉センターさわやかで、約70人が参加して開かれました。

　講師は、ＮＰＯ法人日本ナラティブ音楽療法協会理事長

大湊幸秀さん。同療法は、音楽をきっかけに、「心と心の

対話」を求め、心の開放につなげていこうとするものです。

笑いを入れながら、穴埋めクイズを行ったり、社会の出来

事にふれながら童謡、懐メロなどを全員で合唱しました。

　会場は、

懐かしい

歌声が響

き、笑い

が耐えな

い講演会

となりま

した。

　　月10

　　日、

会員の親

睦と交流

を目的に

ダーツお

楽しみ会

（主催洞

爺湖町老

人クラブ連合会）が、母と子の館で開かれ、参加したお年

寄り（平均年齢78歳）は、集中した表情でボードをめがけ

てダーツを投じていました。

　１チーム３人で、一人３本の矢（ダーツ）を投てきし合

計点を競うもので、31チーム93人が参加。

　参加者一人ひとりは、全神経を使って、中心の円に矢が

当るように投じ、中心円のブルに命中すると、会場から驚

きの声が上がっていました。

　成績は次のとおり。

　１位　睦会Ｂ　２位　栄Ａ　３位　清水クラブ

平成23年度の基本計画を策定した検討委員会平成23年度の基本計画を策定した検討委員会

笑いと歌声で心を開放する参加者

優勝した陸会Ｂチーム

笑いと歌声で心を開放する参加者

優勝した陸会Ｂチーム

温泉の活性化を探る地域再生セミナー温泉の活性化を探る地域再生セミナー
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佐藤シズエさんと岸さちこさん
二人合わせて150歳の親子展

町

税をテーマにしたポスター募集
洞爺中宮本さん道知事賞入選受賞

研究成果を町づくりにいかす
洞爺湖周辺の環境について考えるフォーラム

昭和新山雪合戦　一般の部
AS･SC　昨年に続き準優勝

２

２

第

　　内で永年書道塾を経営していた佐藤シズエさんと次女

　　の岸さちこさん（伊達市在住）が、２月7日～18日ま

で役場ロビーで、「親子展―２人で150歳－」を開きました。

　現在入院中の母親の米寿を記念して催したもので、佐藤

さんが「噴火の山」「八十歳の出発」など11点。岸さんが

「噴火する山」「月の砂漠」など10点、合わせて21点が展

示され、多くの来場者の目を釘付けにしました。

　展示後岸さんから、ご自分の「噴火する山」（ヨコ51㌢

×タテ87

㌢）と母

親の「噴

火の山」

（ヨコ168

㌢×タテ

87㌢）の

2点が町

に寄贈さ

れました。

　　月27

　　日、

町や北海

道地方環

境事務所

などが主

催して、

洞爺湖周

辺の生態

系について学ぶ「2011　洞爺湖生物多様性フォーラムー洞

爺湖の生命と環境について考えるー」が、町民ら約40人が

参加して、洞爺湖文化センターで開かれました。

　酪農学園大学の学生などが、洞爺湖の環境調査や中島で

のエゾシカ調査を報告。そのほかウチダザリガニの防除活

動や湖内の水草についても報告を受けました。

　最後に吉田剛士同学園准教授が「研究成果を地域に還元

し、町づくりに役立てていけるようにしたい」と挨拶し、

終了しました。

　　月27

　　日、

第23回昭

和新山国

際雪合戦

（同実行

委員会、

壮瞥町主

催）の準

決勝リーグと決勝トーナメントが昭和新山山麓で行われ、

町内から参加したＡＳ・ＳＣ小林由紀監督が昨年に続き準

優勝しました。

　決勝トーナメントには、準決勝を勝ち抜いた16チームが

参加。２年連続センターコートに臨んだ同チームは、優勝

を目指して熱戦を展開しましが、１セットずつ取って迎え

た第３セットを奪われ、惜しくも１対２で敗れました。

　菅原孝明代表は「優勝にあと１歩。来年こそ優勝したい」

と悔しさをにじませていました。優秀選手賞に同チームの

安藤真司さんが選ばれました。

　　25回全道中学生の税をテーマにしたポスター募集で、

　　洞爺中学校の宮本采佳さん（2年）が北海道知事賞入

選に選ばれました。

　３月７日同校で伝達式があり、胆振総合振興局の佐藤課

税課長から表彰状が授与されました。

　北海道が、中学生に暮らしの中で活かされている「税」

に対する関心を持ち、理解を深めてもらう目的で始めてい

るもので、全道176校4,880点が寄せられました。

　宮本さん

は「まさか

入選すると

思わなかっ

たのでびっ

くりしまし

た」と喜び

を語りまし

た。

昨年に続き準優勝を勝ち取ったAS･SC

自作の「噴火の山」を綱島教育長に渡す岸さん（左）

昨年に続き準優勝を勝ち取ったAS･SC

自作の「噴火の山」を綱島教育長に渡す岸さん（左）

賞状を手に満面の笑みをたたえる宮本さん（右）

洞爺湖周辺の生態系について学ぶ参加者

賞状を手に満面の笑みをたたえる宮本さん（右）

洞爺湖周辺の生態系について学ぶ参加者
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ま
す
と
、
約
４
割
が
春
先
に
行
わ
れ

た
「
た
き
火
」
（
ゴ
ミ
焼
き
の
焼
却

火
、
農
地
で
の
枯
草
焼
き
な
ど
）
に

よ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
中
に
は

消
火
の
準
備
を
怠
っ
た
り
、
作
業
の

最
中
に
そ
の
場
を
離
れ
、
拡
大
し
火

災
と
な
っ
た
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
火
入
れ
を
行
う
場
合
は
、
ま
ず
洞

爺
湖
町
役
場
（
環
境
課
）
へ
の
焼
却

内
容
の
連
絡
を
行
い
、
消
防
署
へ
届

出
を
出
し
、
防
火
指
導
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　
特
に
一
般
廃
棄
物
の
焼
却
は
関
係

法
令
上
、
一
定
の
例
外
を
除
い
て
焼

却
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
例
外
に
つ
い
て
は
、
①
国
ま
た
は

地
方
公
共
団
体
が
そ
の
施
設
の
管
理

を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼

却
②
農
業
（
霜
対
策
）
、林
業
（
疫
病

対
策
）
、漁
業
（
流
木
処
理
）
な
ど
を

営
む
た
め
に
や
む
を
得
な
い
場
合
の

焼
却
③
宗
教
上
の
行
事
（
ど
ん
ど
焼

き
な
ど
）
を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃

棄
物
の
焼
却
④
震
災
等
の
災
害
の
予

防
、
応
急
対
策
ま
た
は
復
旧
の
た
め

に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却
⑤
一
般
家

庭
が
行
う
「
た
き
火
」
で
軽
微
な
も

の
（
庭
の
落
ち
葉
な
ど
を
焼
く
程
度

の
行
為
）
。し
か
し
法
令
上
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
周
辺
地
域
へ
の
迷
惑

や
誤
っ
て
落
ち
葉
以
外
な
ど
の
物
品

が
混
在
し
て
焼
却
し
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
や
有
害
物
質
を
発
生
さ
せ
ま
す
と
、

例
外
規
定
に
該
当
し
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
極
力
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
特
に
①
か
ら
④
の
行
為
が
長
時
間

も
し
く
は
数
日
間
に
及
ぶ
場
合
は
、

環
境
課
へ
の
連
絡
後
、
消
防
署
へ
来

庁
し
て
い
た
だ
き
、「
火
災
と
ま
ぎ
ら

わ
し
い
煙
又
は
火
災
を
発
す
る
お
そ

れ
の
あ
る
行
為
等
」
の
届
出
様
式
を

提
出
し
、
防
火
指
導
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

①
林
野
周
辺
に
居
住
し
て
い
る
方
や
、

業
務
に
よ
り
入
山
す
る
機
会
の
多
い

方
が
火
を
使
う
場
合
は
、
気
象
状
況
、

周
囲
の
可
燃
物
の
状
況
に
注
意
す
る
。

ま
た
、
近
く
に
消
火
用
の
水
を
必
ず

用
意
し
、
火
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に

す
る
な
ど
十
分
な
管
理
を
す
る
②
喫

煙
は
、
指
定
さ
れ
た
場
所
で
行
い
、

吸
い
が
ら
は
確
実
に
消
す
③
山
菜
採

り
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の
目
的
で
入

山
す
る
方
は
、
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て

を
し
な
い
な
ど
、
マ
ナ
ー
を
守
る
④

枯
草
の
あ
る
危
険
な
場
所
で
は
、
た

き
火
を
し
な
い
⑤
火
入
れ
の
許
可
は

必
ず
受
け
る
。
（
洞
爺
湖
町
役
場
産

業
課
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
）

①
風
の
強
い
日
は
火
入
れ
を
し
な
い

②
近
く
に
消
火
用
の
水
を
必
ず
用
意

し
、
火
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に
す
る

な
ど
十
分
な
管
理
を
す
る
③
枯
草
の

あ
る
危
険
な
場
所
で
は
、
た
き
火
を

し
な
い
④
火
入
れ
の
許
可
は
必
ず
受

け
る
（
一
般
家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
の

焼
却
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
）。

　
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
す
べ
て
の

住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
付

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
設
置
義

務
と
な
っ
て
い
る
新
築
住
宅
を
含
め
、

既
存
の
住
宅
に
つ
い
て
も
、
平
成
23

年
５
月
31
日
ま
で
に
設
置
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
設
置
さ
れ
て
い
な
い
部
屋
で
、
就

寝
中
に
火
災
が
発
生
し
た
場
合
は
火

災
の
発
生
に
気
付
く
の
が
遅
れ
、
逃

げ
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
い
れ

ば
、
火
災
の
発
生
を
素
早
く
察
知
し
、

消
防
機
関
へ
の
通
報
と
避
難
行
動
が

４ 　
　
爺
湖
町
で
は
、
毎
年
英
国
青
年

　
　
を
受
入
れ
、
英
会
話
教
室
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、

地
元
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

　
９
月
か
ら
新
し
い
英
国
青
年
フ
レ

デ
ィ
ー
・
セ
ム
プ
ル（
19
歳
）さ
ん
と

デ
ィ
ラ
ン
・
ピ
ュ
ー（
18
歳
）
さ
んが

来
町
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
様
々
な
機
会
で
二
人
と
接
す
る
こ

　
洞
爺
湖
町
で
発
生
し
た
過
去
10
年

間
の
火
災
原
因
を
月
別
に
調
べ
て
み

洞

皆で楽しんだゆうあいフェスティバル

消
防
だ
よ
り

春
の
全
道
火
災

　
　
　
　
予
防
運
動

出
火
原
因
は

　
　
　
た
き
火
か
ら

洞爺湖消防署（　76-2119）・温泉分署（　73-1119）・洞爺分署（　87-2119）『火災・救急・救助 119 番』

平
成
23
年
1
月
1
日
～

　
　
　
　
　
10
月
31
日
現
在

平
成
23
年
1
月
1
日
～

　
　
　
　
　
２
月
28
日
現
在

●
火
災
件
数
　
０
件

●
救
急
件
数
　
43
件

統
一
標
語

「
消
し
た
か
な
」

　
　
　
あ
な
た
を
守
る

　
　
　
　
　
　
　
合
言
葉

　
　
月
20
日（
水
）か
ら
30
日（
土
）ま

　
　
で
の
11
日
間
に
わ
た
り
、
全
道

一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
冬
か
ら

春
へ
と
季
節
が
移
り
変
わ
る
こ
と
で

空
気
が
乾
燥

し
、
火
災
が

特
に
発
生
し

や
す
く
な
り

ま
す
。

　
洞
爺
湖
消

防
署
で
は
期

間
中
、
住
宅

用
火
災
警
報

器
の
設
置
呼

び
掛
け
や
火
災
予
防
広
報
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

林
野
で
の
注
意
事
項

農
地
で
の
注
意
事
項

付
い
て
い
ま
す
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器
！

早
ま
る
こ
と

で
、
命
が
助

か
る
可
能
性

は
高
く
な
り

ま
す
。

　
あ
な
た
の

大
切
な
家
族

や
財
産
を
守

る
た
め
に
も

期
限
ま
で
の

設
置
を
よ
ろ

し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関

す
る
ご
質
問
や
問
合
わ
せ
、
説
明
会

な
ど
の
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

気
軽
に
、
洞
爺
湖
消
防
署
（
　
76
‐

2
1
1
9
）・
温
泉
分
署
（
　
73
‐
1

1
1
9
）・
洞
爺
分
署
（
　
87
‐
2
1

1
9
）
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。



亡
き
母
の
手
造
り
の
雛
　
御
殿
毬
飾
り
て

　
　
　
　
祝
ふ
け
ふ
ひ
な
祭
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
　
塚
　
瑛
　
子

う
ね
う
ね
と
ま
が
り
径
ゆ
く
幾
ま
が
り

　
　
　
　
湖
水
の
向
ふ
の
湯
宿
訪
ふ
べ
く
　
　
　
　
　
　
山
　
木
　
　
　
孝

思
い
か
け
ず
今
朝
を
積
り
し
春
の
雪

　
　
　
　
裸
木
の
小
枝
に
花
の
ご
と
し
も
　
　
　
　
　
　
大
　
西
　
芳
　
子

待
ち
待
ち
し
春
は
そ
こ
ま
で
来
た
れ
ど
　

　
　
　
　
目
覚
め
て
見
れ
ば
白
き
景
色
に
　
　
　
　
　
　
北
　
島
　
加
　
代

友
寄
れ
ば
俄
に
出
番
の
老
人

　
　
　
　
力
い
き
抜
く
術
を
蕩
蕩
と
語
る
　
　
　
　
　
　
太
　
田
　
　
　
智

カ
レ
ン
ダ
ー
に
記
せ
し
こ
と
が
仇
と
な
り

　
　
　
　
短
歌
会
忘
れ
て
吾
を
責
め
ゐ
る
　
　
　
　
　
　
室
　
田
　
晃
　
慶

福
寿
草
宝
く
じ
売
る
店
に
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
瓶
　
　
　
修

胸
痛
む
画
面
に
春
の
雪
あ
ら
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
那
　
須
　
伶
　
子

合
格
の
メ
ー
ル
に
忘
る
昼
餉
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
　
村
　
育
　
子

春
の
雪
港
の
工
事
見
え
て
降
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
　
　
勇

淡
雪
や
噴
火
の
日
々
の
遠
の
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
敏
　
子

鳶
去
り
て
如
月
の
空
残
し
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
　
野
　
知
　
子

わ
た
し
の
う
た

13

ひ
る
げ

き
さ
ら
ぎ

※
き
さ
ら
ぎ
＝
２
月
の
こ
と

す
べ

と
う
と
う

も

俳
　
句

【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】

【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
三
月
定
例
歌
会
よ
り

三
月
定
例
句
会
よ
り

短
　
歌

…そこが知りたい

年金年金

住民課戸籍年金係　74-3002

◆口座振替の場合、月末が休日のときは翌営業日が引き落とし日となります。

◆前納の申込みは、「１年度分」および「２月末まで」、「下期６カ月分」は「８月末まで」

　に金融機関や年金事務所でお手続きください。

◆口座振替申込み時には、次のものが必要です。

　・年金手帳など基礎年金番号のわかるもの／預貯金通帳／通帳届出印

◆すでに口座振替で前納されている方は、毎年の申込みは不要です。

◆口座振替の開始には、申込みから約２カ月かかります。お申込みはお早めに！

■問合せ　室蘭年金事務所（お客様相談室）　0143-50-1004

�平成23年４月から国民年金保険料が下がります。
　月額　15,020円
�保険料の納付は「口座振替」が“便利”で“お得”です。
　・１年分の保険料の違い
　―口座振替と現金納付の比較―

国民年金保険料が下がります国民年金保険料が下がります

月々現金納付
（および月々翌月末の口座振替）

早　割（月々当月末の口座振替）

６カ月前納　（現金納付）

６カ月前納　（口座振替）

１年度分前納（現金納付）

１年度分前納（口座振替）

保　険　料 割 引 料

１８０,２４０円

１７９,６４０円

１７８,７８０円

１７８,２００円

１７７,０４０円

１７６,４６０円

－

６００円

１,４６０円

２,０４０円

３,２００円

３,７８０円
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爺
湖
町
で
は
、
毎
年
英
国
青
年

　
　
を
受
入
れ
、
英
会
話
教
室
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、

地
元
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

　
９
月
か
ら
新
し
い
英
国
青
年
フ
レ

デ
ィ
ー
・
セ
ム
プ
ル（
19
歳
）さ
ん
と

デ
ィ
ラ
ン
・
ピ
ュ
ー（
18
歳
）
さ
んが

来
町
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
様
々
な
機
会
で
二
人
と
接
す
る
こ

〈
一
　
般
〉▽
北
海
道
地
名
の
謎
と
歴

史
を
訪
ね
て
（
合
田
一
道
）
▽
こ
れ

か
ら
の
「
正
義
」
の
話
を
し
よ
う
。

今
を
生
き
延
び
る
た
め
の
哲
学
（
マ

イ
ケ
ル
・
サ
ン
デ
ル
）
▽
後
継
者
　

金
正
恩
（
李
永
鍾
／
金
香
清
:
訳
） 

▽
日
本
の
覚
悟
（
櫻
井
よ
し
子
）
▽

小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
の
」
奇

跡
（
的
川
泰
宣
）
▽
緒
形
拳
か
ら
の

手
紙
（
小
池
邦
夫
）
▽
日
本
語
ほ
ど

面
白
い
も
の
は
な
い
（
柳
瀬
尚
紀
）

▽
北
海
道
の
全
魚
類
図
鑑
（
北
海
道

新
聞
社
）
▽
暗
殺
者
の
森（
逢
坂
剛
）

▽
素
行
調
査
官
2
白
日
夢
（
笹
本
稜

平
）
▽
足
引
き
寺
閻
魔
帳
再
び
の
海

（
澤
田
ふ
じ
子
）
▽
優
し
い
お
と
な

（
桐
野
夏
生
）
▽
東
京
湾
臨
海
署
安

積
班
烈
日
（
今
野
敏
）
▽
稲
穂
の
海

（
熊
谷
達
也
）
▽
態
度
が
デ
カ
イ
総

理
大
臣
（
早
川
い
く
を
）

〈
児
童
書
〉
▽
小
惑
星
探
査
機
「
は

洞

　
　
月
11
日
に
東
北
地
方
太
平
洋
沖

　
　
で
大
地
震
が
あ
り
、
そ
の
後
も

余
震
が
続
き
不
安
に
思
わ
れ
て
い
る

方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
大
き
な
地
震
の
後
に

は
、
各
地
で
災
害
に
便
乗
し
た
悪
質

商
法
が
横
行
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、

耐
震
診
断
や
工
事
、
停
電
へ
の
不
安

に
乗
じ
た
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
な
ど

の
発
電
シ
ス
テ
ム
の
訪
問
販
売
な
ど

様
々
な
も
の
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
義
援
金
詐
欺
や
不
安
を
あ

お
る
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
な
ど
に
注
意

す
る
よ
う
関
係
機
関
が
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　
過
去
の
事
例
か
ら
、
こ
れ
ら
の
手

口
を
知
り
今
後
に
備
え
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
震
災
に
便
乗
し
た
悪
質
商

法
や
詐
欺
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
①
日
本
赤
十
字
社
や
中
央
共
同
募

金
会
の
名
を
か
た
り
、
担
当
者
個
人

と
称
す
る
銀
行
口
座
に
義
援
金
を
振

り
込
む
依
頼
の
は
が
き
や
電
子
メ
ー

ル
を
送
り
つ
け
る
。

　
②
公
的
機
関
を
思
わ
せ
る
名
称
で

自
宅
を
訪
問
し
た
り
、
は
が
き
を
送

る
な
ど
し
て
義
援
金
名
目
の
お
金
を

求
め
る
。

　
便
乗
商
法
、
保
証
金
詐
欺
な
ど
の

被
害
に
遭
い
そ
う
に
な
っ
た
時
や
万

一
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
時
は
す

ぐ
に
ご
相
談
（
　
0
5
7
0
・
0
6

4
・
3
7
0
）
く
だ
さ
い
。

●
義
援
金
詐
欺
…
義
援
金
は
、
確
か

な
団
体
を
通
じ
て
送
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
（
町
や
社
会
福
祉
協
議
会
で

募
っ
て
お
り
ま
す
）
。ま
た
職
員
が
募

金
を
求
め
に
訪
問
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

●
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
…
掲
示
板
や
メ

ー
ル
、
ブ
ロ
グ
等
で
誤
っ
た
情
報
が

流
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
報
道
や
行

政
機
関
な
ど
信
頼
で
き
る
情
報
源
で

真
偽
を
確
か
め
、
惑
わ
さ
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
チ
ェ
ー
ン

メ
ー
ル
な
ど
を
受
け
取
っ
た
と
き
は

速
や
か
に
削
除
し
て
く
だ
さ
い
。

３

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

新
刊
案
内

◆
消
費
者
だ
よ
り
◆

今月の1冊

　「沈黙の春」は

1962年に出版され

ました。この2年後

レイチェルはこの世

を去ります。60年

以上前に環境汚染、

環境問題を唱えた人

の伝記です。もう絶

版になった本ですの

で、大切に扱いまし

ょう。

キャスリン・カドリン

スキー作（上遠恵子訳）

「レイチェル・カーソ

ン―沈黙の春をこえて

ー」　佑学社

読
書
の
家
か
ら

読
書
の
家
か
ら

震
災
に
便
乗
し
た
詐
欺
や

悪
質
商
法
な
ど
に
注
意

●
開
館
時
間

午
前
10
時
よ
り
午
後
４
時
20
分
ま
で

●
４
月
の
休
館
日

14
日
・
21
日
・
28
日
・
29
日
・
５
月

３
日
・
４
日
・
５
日

（
毎
週
木
曜
日
・
祝
祭
日
休
館
）

あ
ぶ
た
読
書
の
家
　
　

み
ず
う
み
読
書
の
家
　

や
ぶ
さ
」
宇
宙
の
旅
（
汐
文
社
）
▽

帰
っ
て
来
た
「
は
や
ぶ
さ
」
小
惑
星

探
査
機
7
年
60
億
㌔
の
旅
（
今
泉
耕

介
）
▽
生
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う

（
葉
祥
明
）
▽
へ
ん
し
ん
マ
ン
ザ
イ

（
あ
き
や
ま
た
だ
し
）
▽
み
ん
な
お

や
す
み
（
い
も
と
よ
う
こ
）
▽
セ
ラ

ピ
ー
犬
か
ら
の
お
く
り
も
の
（
ロ
ー

リ
･
ハ
ン
ツ
･
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
）
▽

ひ
ら
が
な
大
冒
険
（
宮
下
す
ず
か
／

み
や
ざ
き
ひ
ろ
か
ず
）

〈
一
　
般
〉
▽
あ
ん
で
す
ら
の

鐘

（
澤
田
ふ
じ
こ
）
▽
漂
砂
の
う
た
う

（
木
内
　
昇
）
▽
正
岡
子
規
　
言
葉

と
生
き
る
（
坪
内
稔
典
）
▽
一
刀
斎

夢
録
〈
上
・
下
〉（
浅
田
次
郎
）
▽
老

人
整
理
（
坂
岡
洋
子
）
▽
つ
る
か
め

助
産
院
（
小
川
糸
）
▽
あ
の
頃
の
誰

か
（
東
野
圭
吾
）
▽
民
宿
雪
国
（
樋

口
毅
宏
）
▽
う
か
た
ま
（
農
文
協
）

▽
ば
ん
ば
　
き
（
宮
部
み
ゆ
き
）
▽

決
着
（
佐
伯
泰
英
） 

かみとおけいこ
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回
は
、
会
社
な
ど
を
退
職
し
た

　
　
場
合
の
退
職
者
医
療
制
度
の
Q

＆
A
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Q
　
退
職
し
た
ら
、
必
ず
国
保
に
入

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
？

A
　
退
職
後
は
、
国
保
に
加
入
す
る

以
外
に
も
①
職
場
の
健
康
保
険
な
ど

に
引
続
き
加
入
す
る
（
任
意
継
続
）

②
他
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て

い
る
人
の
扶
養
家
族
に
な
る
な
ど
の

選
択
が
で
き
ま
す
。
①
②
に
加
入
し

な
い
場
合
は
、
必
ず
国
保
へ
の
加
入

が
必
要
で
す
。

　
国
保
と
他
の
健
康
保
険
で
は
、
保

険
料
や
利
用
で
き
る
保
健
サ
ー
ビ
ス

な
ど
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
よ
く
検

討
し
て
決
め
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
ご

希
望
の
方
に
、
国
保
の
保
険
税
の
見

込
額
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
こ

の
場
合
、
前
年
の
年
間
収
入
額
（
1

月
か
ら
3
月
に
加
入
の
場
合
は
、
前

々
年
の
年
収
額
）
、固
定
資
産
税
額
、

加
入
す
る
人
数
な
ど
を
申
出
て
く
だ

さ
い
。

Q
　
ど
ん
な
人
が
退
職
者
医
療
制
度

の
対
象
者
に
な
る
の
？

A
　
次
の
条
件
す
べ
て
に
あ
て
は
ま

る
人
と
そ
の
扶
養
家
族
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

・
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人

・
65
歳
未
満
の
人

・
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な
ど

　
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
人
で
、
そ

　
の
加
入
期
間
が
20
年
以
上
も
し
く

　
は
40
歳
以
降
10
年
以
上
あ
る
人

　
新
し
く
国
保
に
加
入
す
る
方
に
は
、

窓
口
で
、
年
金
受
給
状
況
な
ど
を
お

た
ず
ね
し
て
、
退
職
該
当
を
確
認
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
方
に
は
、
文
書
に
よ
り
お
知

ら
せ
し
て
お
り
ま
す
。
ど
ち
ら
の
場

合
も
、
年
金
加
入
期
間
の
確
認
の
た

め
、
年
金
証
書
を
提
示
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

Q
　
退
職
者
医
療
制
度
と
一
般
の
国

保
と
ど
こ
が
違
う
の
？

A
　
退
職
者
医
療
制
度
で
お
医
者
さ

ん
に
か
か
る
人
の
医
療
費
は
、
本
人

の
自
己
負
担
分
以
外
は
、
保
険

税

（
退
職
分
）
と
、『
拠
出
金
』
で
ま
か

な
わ
れ
て
い
ま
す
。『
拠
出
金
』
は
、

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
が
、
退
職
者

医
療
の
た
め
な
ど
に
出
し
合
っ
て
い

る
も
の
で
す
。
退
職
者
医
療
に
該
当

す
る
方
が
届
出
を
せ
ず
、
一
般
の
国

保
の
ま
ま
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ

て
い
る
と
、
本
来
健
康
保
険
な
ど
か

ら
支
払
わ
れ
る
べ
き
医
療
費
が
国
保

の
負
担
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
国

保
を
適
正
に
運
営
し
て
い
く
た
め
に

も
、
退
職
者
医
療
の
対
象
と
な
る
方

は
、
年
金
証
書
が
届
い
た
ら
必
ず
届

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

Q
　
一
般
の
国
保
か
ら
退
職
者
医
療

制
度
に
変
っ
た
ら
保
険
税
が
変
る
の

？A
　
今
ま
で
一
般
の
国
保
の
方
が
退

職
者
医
療
制
度
に
変
っ
た
場
合
も
、

保
険
税
は
同
じ
で
す
。
医
療
費
の
本

人
負
担
も
一
般
の
国
保
と
同
じ
で
す
。

保
険
証
に
は
　
と
表
示
さ
れ
ま
す
。

Q
　
退
職
者
医
療
制
度
は
、
ず
っ
と

こ
の
制
度
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る

こ
と
に
な
る
の
？

A
　
退
職
被
保
険
者
本
人
が
65
歳
に

な
る
と
一
般
の
国
保
加
入
者
に
な
り

ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
扶
養
家
族
の
人

も
、
一
般
の
国
保
加
入
者
に
な
り
ま

す
。
退
職
被
保
険
者
が
65
歳
に
な
る

月
に
、
一
般
の
国
保
保
険
証
を
郵
送

い
た
し
ま
す
。

今

シリーズ②

ジオサイト紹介
　2000年3月31日午後1時7分、有珠山の西山西麓で22年ぶりに噴火
が始まりました。
　幸いなことに、この噴火で犠牲者はでなかったものの、長期の避難や泥
流、火山灰などによる住民生活への被害は大きなものとなりました。次の
噴火活動に向けての準備や2000年の噴火体験を忘れず、次世代に語り継
いでいくことが「火山と共生」していくためには大切なことです。このた
びの東北地方太平洋沖地震により、被害を受けられました皆様に心よりお
見舞い申し上げるとともに、火山と共に生きている私たちにとっても、改
めて自然の驚異を考えることが必要と考えます。
�第１展望台  2000年の噴火では有珠山の北西山麓に60個以上の火口が
１カ月足らずの間に相次いで作られました。その中でも最も活発で火口か
ら噴出した噴石と火山灰が積み重なって火砕丘を作ったのがこの第１展望
台の正面に見える火口です。
�噴水広場前の断層  1977-78年噴火に伴う大地の変動を知ることがで
きる場所の一つが洞爺湖温泉の噴水広場の道道にあります。今は舗装し直
されていますが、断層をはさんで約１車線分ずれていることがわかります。
この噴水広場にはもともと病院が建っており、この断層運動によって大き
な被害を受けました。

国
民
健
康
保
険
か
ら
…

第  １  展  望  台第  １  展  望  台

噴水広場前の断層噴水広場前の断層

退
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今
年
の
自
動
車
税
の

納
期
限
は
5
月
31
日
で
す

■運転免許更新時講習日程（於：だて歴史の杜カルチャーセンター)

５月 12日（木）14：30～６日（金）18：30/12日（木）13:30～ ６日（金）19：30～ 11日（水）18：30～

優良（30分） 一般（60分） 違反（120分） 初回（120分）

心
か
ら
お
く
や
み

　
　
　
申
し
あ
げ
ま
す

　
最
愛
の
ご
家
族
を
亡
く
さ
れ
、

ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
遺
族
の
上
に
も
限
り
な
い
ご
加
護
と
、
故
人
の
み
た
ま
が

安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

風
と
お
し
の
良
い
と
こ
ろ
で
穴
を
開

け
る
、
な
ど
し
て
排
出
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
開
園
期
間
　
5
月
上
旬
頃
～
10
月

　
　
　
　
　
　
31
日

■
開
園
場
所
　
洞
爺
湖
町
香
川

■
借
地

料
　
１
区
画
当
り
30
㎡
3

　
　
　
　
　
　
0
0
0
円

■
募
集
区
画
数
　
70
区
画
数

■
申
込
期
限
　
４
月
22
日

■
問
合

せ
　
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　「
ア
グ
リ
・
と
れ
た
」

　
　
　
　
　
　
　
89
‐
3
0
0
0

※
休
憩
施
設
・
小
農
機
具
・
給
水
施

　
設
・
駐
車
場
有
り

※
畑
は
、
区
画
さ
れ
、
貸
与
時
に
耕

　
起
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
後
は
各
自

　
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
入
江
４
区
民
生
委
員
２
名
の
う
ち
、

１
名
が
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま

し
た
。

　（
旧
）藤
原
佳
子
さ
ん
↓（
新
）斎
藤

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

●
町
へ
の
寄
付

▼
神
内
良
一
さ
ん
（
農
業
法
人
㈲
神

実
代
子
さ
ん

故二川清人さん
■１月15日死去
■80歳■遺族は
政直さん■虻６区

故川上八重子さん
■２月６日死去
■81歳■遺族は
玉川秀子さん■虻６区

故片寄ミヨさん
■２月23日死去
■76歳■遺族は
畠山勝さん■虻７区

故菅井スミ子さん
■２月６日死去
■77歳■遺族は
均さん■入１区

故西川満江さん
■２月19日死去
■59歳■遺族は
武司さん■虻４区

故戸子台洋子さん
■２月16日死去
■61歳■遺族は
恵紀さん■入１区

故長崎正英さん
■２月26日死去
■85歳■遺族は
久子さん■虻２区

故宇那木美千男さん
■２月21日死去
■67歳■遺族は
さち子さん■美沢西

寄
　
　
付

　
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
の
所
有
（
使
用
）
者
の
方
に
納
め

て
い
た
だ
く
納
税
で
す
。
忘
れ
ず
に

納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
納
税
通
知
書
は
、
５
月
６
日
に
全

道
一
斉
に
発
送
し
ま
す
。

　
納
税
通
知
書
が
お
手
元
に
届
か
な

い
方
は
、
胆
振
総
合
振
興
局
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
（
　
0
1
4
3
‐
24
‐

9
5
8
4
）。

　
平
成
23
年
2
月
18
日（
金
）、
メ
ル

ト
タ
ワ
ー
21
内
の
不
燃
・
粗
大
ご
み

処
理
施
設
で
火
災
が
発
生
し
、
幸
い

け
が
人
は
出
ず
、
1
時
間
程
度
で
鎮

火
し
ま
し
た
が
機
器
類
が
大
き
く
損

傷
を
受
け
ま
し
た
。
詳
細
な
出
火
原

因
は
現
在
調
査
中
で
す
が
（
2
月
末

現
在
）
、カ
セ
ッ
ト
式
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
可
燃
性
ガ
ス
の
入

っ
た
缶
が
原
因
と
み
ら
れ
ま
す
。
昨

年
10
月
に
は
、
ご
み
収
集
車
で
同
様

の
原
因
と
み
ら
れ
る
火
災
が
発
生
し

て
お
り
ま
す
。
今
一
度
分
別
の
徹
底

と
、
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
式
ガ

ス
ボ
ン
ベ
な
ど
を
出
す
場
合
は
、
①

完
全
に
使
い
切
る
②
火
の
気
の
無
い

市
民
農
園
利
用
者
募
集

民
生
委
員
変
更
の

お
知
ら
せ

メ
ル
ト
タ
ワ
ー
21
か
ら

の
お
知
ら
せ

電源立地地域対策交付金について
　町では、北海道より電源立地地域対

策交付金を受け、平成22年度におい

て特別保育事業（乳児保育・障がい児

保育）を行いました。

　この交付金事業は、北海道水力発電

施設（虻田発電所）設置により生じた

自然環境又は生活環境への影響を緩和

するため、水力発電施設周辺市町村に

対し、交付されるものです。

　この事業は、就労形態が多様化して

いる近年において、保育所に対する様々

な保育ニーズに応える一環として事業

の実施が図られたものです。

　乳児保育は桜ヶ丘保育所で、障がい

児保育は本町保育所で実施されました。

　このたびの事業運営により、地域社

会での児童福祉に寄与できたものと考

えています。
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■運転免許更新時講習日程（於：だて歴史の杜カルチャーセンター)

４月 7日（木）18：30～/13日（水）13:30～ ７日（木）19：30～ 13日（水）14：30～ 11日（月）18：30～

優良（30分） 一般（60分） 違反（120分） 初回（120分）

東 奔 西 走東 奔 西 走

今
月
の
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト

内
フ
ァ
ー
ム
二
十
一
代
表
取
締
役
）

は
2
0
0
万
円

●
社
会
福
祉
協
議
会

▼
洞
爺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
大
久

保
和
幸
会
長
）
は
5
万
円

　新燃岳の噴火、ニュージーランドでの地震、そして
東日本大震災。この数カ月で災害が連続して発生しま
した。私たちの地球に何が起こっているのでしょうか。
�現在、町民の皆さんの善意として、役場にも毛布、
タオルなどの物資が約230件持ち込まれています。�
過去も未来も失い慟哭する映像を見るたび、希望を失
わず、涙を越えて強く生きて言って欲しいと願うばか
りです。　　　　　　　　　　　　　　　（Ｈ・Ｏ）

洞 爺 湖 町 人 事 異 動（４月１日）　※Ｇはグループ
■町 長 部 局
●課　長　職
�健康福祉課長（教育委員会社会教育課長）木村省平�建
設課長（都市計画課長兼建設課長）高橋泰夫�建設課参事
＝建築・住宅担当（建設課長補佐）八反田　稔
●課長補佐職　
�健康福祉課主幹＝福祉高齢者Ｇ・健康福祉センター健
康指導Ｇ（健康福祉課主幹＝福祉高齢者Ｇ）皆見　亨�健
康福祉課主幹＝介護保険Ｇ・地域包括支援センター支援
Ｇ（健康福祉課主幹＝介護保険Ｇ）唯木浩明�建設課主幹
（建設課長補佐兼管理係長）吉田祐一
●係　長　職
�税務財政課財政健全化推進Ｇ主査（北海道研修）藤岡孝
弘�住民課国保医療Ｇ主査（税務財政課財政健全化推進
Ｇ主査）後藤和郎�建設課管理・土木・都市計画Ｇ主査（建
設課土木係長兼都市計画課都市計画Ｇ主査）若木　渉�
建設課建築・住宅Ｇ主査（建設課住宅係長）田所昭博
●主　任　職　
�観光振興課観光振興Ｇ（洞爺保育所保育士）大楽泰生�
建設課管理・土木・都市計画Ｇ主任（都市計画課都市計
画Ｇ主任兼建設課土木係主任）小玉照寿�建設課建築・
住宅グループ主任（建設課住宅係主任）宮古義信�建設課
建築・住宅グループ技能主任（建設課住宅係技能主任）髙
木淳市�洞爺総合支所環境施設係主任兼農業委員会事務
局兼教育委員会社会教育課社会教育Ｇ主任（洞爺総合支
所環境施設係主任兼農業委員会事務局）八子和行
●係　　　職
�住民課国保医療グループ兼住民・戸籍年金Ｇ（住民課
国保医療Ｇ）大石芳秀�健康福祉課健康福祉センター健
康指導Ｇ保健師（新規採用）小柳寛恵

■教育委員会部局
●課　長　職
�社会教育課長（社会教育課主幹）天野英樹
●課長補佐職
�社会教育課主幹（住民課主幹）杉上繁雄�入江保育所所
長（入江保育所所長）小林茂美�本町保育所所長兼子育て

支援センター所長（洞爺保育所所長兼さくら保育所所長）
相馬優子�桜ヶ丘保育所所長兼洞爺保育所所長兼さくら
保育所所長（桜ヶ丘保育所所長）近藤孝子
●係　長　職　
�本町保育所副所長（本町保育所副所長）阿部　薫�桜ヶ
丘保育所副所長（入江保育所保育士主任）平口千春�入江
保育所副所長（桜ヶ丘保育所副所長）山本幸子�洞爺保育
所副所長（洞爺保育所副所長兼さくら保育所副所長）斉藤
ももえ�さくら保育所副所長（洞爺保育所保育士主任）西
代恵子
●主　任　職
�入江保育所保育士主任（本町保育所保育士主任）長谷川
幸子�入江保育所保育士主任（本町保育所保育士主任）牧
　千絵�本町保育所保育士主任（桜ヶ丘保育所保育士主
任）石原玲子�桜ヶ丘保育所保育士主任（入江保育所保育
士主任）斉藤真枝�本町保育所保育士主任（入江保育所保
育士）大西　京
●係　　　職
�社会教育課社会教育グループ（新規採用）三谷智広

■議 会 事 務 局
●課　長　職　
�議会事務局長兼庶務係長兼議事係長（議会事務局長）佐
藤正人
●主　任　職　
�議会事務局庶務係主任（総務課庶務・職員Ｇ主任）猪股
幸子

■退　 　職（3月31日）
�健康福祉課長　菊地武司�健康福祉課主幹　大道淑恵
�住民課住民・戸籍年金Ｇ主査　小林美智子�洞爺総合
支所環境施設係主任　小林政市�社会教育課主幹大森康
弘�本町保育所長兼子育て支援センター所長　岡部恵子
�入江保育所副所長　木村厚子�子育て支援センター主
任　松橋　亜希子�議会事務局庶務係長兼議事係長　泰
地ひとみ

自　衛　官　募　集
募集種目 資　　　格 受付期間 試験期日

幹部候補生
（一般・技術）

一　般　曹
候　補　生
（第１回目）

問合せ・
申込み先

・平成24年４月
 １日現在
 22歳以上26歳
 未満の者
・20歳以上22歳
 未満で大学を
 卒業したもの
 （卒業見込み
 の者）

平成23年２月
１日～５月６
日まで

第１次試験
５月14日（土）
※飛行要員の
　み
５月15日（日）

第２次試験
６月14日（火）
６月16日（木）
のうち指定す
る日

18歳以上27歳
未満の方

〒050‐0083 室蘭市東町2丁目21－12 石井ビル1階
防衛省自衛隊札幌地方協力本部　室蘭地域事務所
　0143‐44‐9533／役場総務課　74‐3000

平成23年２月
１日～５月６
日まで

第１次試験
５月21日（土）

第２次試験
６月22日（水）
６月27日（月）
のうち指定す
る日

ほ し

図書室でこどもまつり　―読み聞かせを楽しむ子ども達―図書室でこどもまつり　―読み聞かせを楽しむ子ども達―



・ヤナギで遊ぼう
（芸）9:30

29

発
行
日

平
成
23
年
４
月
11
日

印
刷
／
ト
ー
ヤ
印
刷

通
巻
／
第
61
号

広
報
と
う
や
湖

人口と世帯の動き（平成23年2月28日現在）　男…4,764人（△16）　女…5,424人（△8）　計10,188人（△24）　世帯…5,136世帯（△13）

こ

ん
にち
は赤ちゃ

ん

ご家族の深い愛情につつまれて誕生した

プリンスとプリンセスのご紹介です。

ご家族は「早く大きくなーれ」と

成長を楽しみにしていることでしょう。

いろいろな可能性を秘めて、

洞爺湖町に誕生した赤ちゃん、

その純粋な瞳は何を見つめているのでしょうか？

小山　諒芽くん

秀明さん・多恵子さん
１月13日生　入１区

（りょうたろう）
大山諒太郎くん

（りょうが）

陽平さん・ゆみさん
１月12日生　温３区

菅野いろはちゃん

哲さん・友妃さん
１月５日生　入４区

太田　竜心くん
（りゅうしん）

昭人さん・みえさん
1月２日生　入４区

山本みやびちゃん

雅也さん・怜子さん
１月31日生　青１区

４月のイベントカレンダー４月のイベントカレンダー （4月11日～5月9日）
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

1514131211 16 17

18 19 20 21 22

25 26 27 28 5/1

2 3 4 5 6 7 8

9

・物忘れ予防健診
（さ）10:00～

・ポリオ（さ）受付　
　13:20～

・洞爺地区健康相談
（総）10:00～

・物忘れ予防健診
（愛）10:00～

・洞爺地区健康相談
（総）10:00～　　　
・親子ふれあい遊び
（さ）10:00～

・春色さがし～有珠
　山火口探訪～（ビ）
　9:30～

・春の野草　春色さ
　がし（財）13:00～

・乳児健診（さ）
　受付13:00～13:20

・洞爺地区健康相談
（総）10:00～

・トーヤこどもの日
　2011（ネ）10:00

・さ＝健康福祉センターさわやか　76-4006／・総＝洞爺総合センター　82-5111／・愛＝洞爺ふれ愛センタ
ー　87-2727／・財＝財田自然体験ハウス　82-5999／・ビ＝ビジターセンター　75-2555／・ネ＝ネイパル洞
爺　82-5131／・芸＝洞爺湖芸術館　87-2525

■発行･編集:洞爺湖町企画防災課企画防災･広報統計グループ  〒049-5692 洞爺湖町栄町58番地
　0142－74－3004 FAX 0142－74－2121

■ホームページアドレス／http://www.town.toyako.hokkaido.jp/
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